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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文は、雑誌『満蒙』（前身誌の『満蒙之文化』を含む）を研究対象とするものである。『満蒙之

文化』は 1920 年 9 月に満蒙文化協会から発刊され、1923 年 4 月に「満蒙」と改題され、終刊の 1943
年 10 月まで全 281 号が刊行されている。四半世紀にわたって発刊され続けた本誌は、在満日本人に

よって創刊された「満洲」での最大の、「満蒙」に関する総合月刊誌であるといえる。本誌に現れた主

な文芸は、文芸評論、旅行記、翻訳文学、詩歌（民謡、漢詩、短詩、短歌、俳句、川柳）、小説、戯曲

脚本、随筆、雑記などが挙げられる。これらの文芸作品は、多分野にわたる在満日本人によって創作

されたものであり、在満日本人の「満洲観」を反映している。そのため、本文論では雑誌『満蒙』を

考察する際に「満洲観」を研究の視座とした。 
 本論文は序章、本論にあたる六章、結章の、計八章からなる。 
序章では、「満蒙観」・「満洲観」の概念、在満日本人の文芸活動、雑誌『満蒙』の概況及びその「半

官半民」の性質、戦後に開始され「満洲」時代の日本語雑誌の復刻を解説した上で、『満蒙』研究の可

能性を示した。 
 第 1 部の「調査された「満洲」――「満洲国」成立前の歌謡、翻訳」においては、1920 年代におけ

る在満日本人の文芸活動（中国古典文学の翻訳、民謡の翻訳と創作）の考察を通じ、調査対象として

の「満蒙」というイメージを提示した。第 1 章の「「支那像」を求める――在満日本人の中国民謡の

翻訳と創作」では、中国の国民性を調査する手段として利用された中国民謡を分析した。1920 年代

に在満日本人は中国民謡に注目し始め、多くの中国民謡を翻訳・創作した。在満日本人は民謡を通し

て、「安楽」な労働生活、「勤勉至上」「金銭至上」という中国人の価値観を表した。つまり、在満日本

人は民謡の翻訳と創作を通して「支那像」を求めていたのである。第 2 章の「「支那趣味」――柴田

天馬の和訳『聊斎志異』」では、『満蒙』で掲載された柴田天馬訳の『聊斎志異』を考察対象にし、「支

那趣味」を強調するためにルビと訳注を併用するという訳し方を検討した。天馬は大量のルビと訳注

を通じて、中国の文化、伝統、習慣などを詳しく紹介している。 
 第 2 部の「宣伝された満洲――1930 年代の小説、戯曲」においては、「満洲国」を背景にして創作

された小説と戯曲脚本を取り扱い、「宣伝された満洲」という「満洲」の印象を示した。「満洲国」成

立後には、「建国宣伝」、及び「王道楽土」「五族協和」という理念の宣伝が要求された。第 3 章の「「満

洲国の」のスパイ／スパイ戦――近東綺十郎のスパイ小説『間諜・茉莉―映画小説風―』」では、『満 
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蒙』に掲載されたスパイ小説を分析した。スパイ小説の出現は当時の都市発展による都市文化

の成熟及び探偵小説などの通俗文学の流行と関係がある。スパイ小説の最も大きな特徴は時局

と接することである。『間諜・茉莉―映画小説風―』においては、主人公の茉莉の父親が日本人

であり母親が満洲人であるという設定は、「満洲国」の「五族協和」の理念を宣伝している。第

4 章の「「満洲国」の成立と「建国宣伝」――大庭武年の戯曲創作」では、『満蒙』に掲載された

大庭武年の戯曲脚本を分析し、作中に現れた「満洲国」の国策を宣伝する一面を検討した。大

庭は満鉄に入社する前に、自身の「満洲国」経験と歴史の教養を活用し歴史・政治・人物に重

心を置くという戯曲創作の手法を作り出し、歴史及び軍閥闘争の角度から「満洲国」の正当性

を唱えていた。1934 年に大庭が「満鉄」に入社した後に鉄道保護を宣伝する戯曲「劉愛護村長」

が発表され、明確な国策宣伝者の姿が現われた。 

 第 3 部の「問題視された「満洲」――1940 年代の旅行記、同人雑記」においては、田口稔の

旅行記と「満蒙社」同人の文芸活動を考察した。1939 年 2 月から「満洲文化協会」にかわって

「満蒙社」同人は雑誌『満蒙』を編集し始め、それと同時に雑誌の誌面も一新した。第 5 章の

「北満洲の世相を見る――田口稔の旅行記」では、田口稔の旅行記、特に作者が北満洲を旅し

て書き上げた「遡江記」と「江上抄」を中心に分析した。北満洲を重要な開発の地、「黄金世界」、

多民族群居の地として描いて「満洲国」への移民政策に迎合していた一方で、当地の人々の生

存状態を描写する際には、苦力の悲惨な生活、白系ロシア人漢人を嫌っていること、天草女の

墓地、在満日本婦人の帰国願望、阿片瘾者などの、移民政策に逆らう内容も書いた。第 6 章の

「文化建設と物質生活との間の乖離――満蒙社と「同人雑記」」では、「満蒙社」の「同人雑記」

を考察した。「同人雑記」には大連の社会問題が数多く書かれている。雑記に反映された中国の

下層民衆の物質生活の低下という現実と、「文化の宣布」という「長期建設」の目標との間には

大きな乖離が見えてくる。つまり、「満蒙社」同人らの求めた「文化の宣布」と中国の下層民衆

の物質生活の低下との間には鮮明な対立が存在していたのである。 

 結章において、本論文のまとめ、雑誌研究から見る「満洲」文学研究のゆくえ、今後の課題

を紹介している。 

 まとめれば、日露戦争後、「満洲」に渡った日本人の文芸活動は、主に「調査する」、「宣伝す

る」、「問題視する」という三つの時期を経たといえる。彼らの文芸作品には時代に対する個人

的な思考が多少あったが、「満洲」という時空では当時の時局に大きく左右され、調査の手段、

宣伝の手段として利用されていたのである。 
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